
東日本大震災復興支援フォーラム
発災から10年

あらためて震災を振り返り、その経験を「知恵」とする

申込・問い合わせ：龍谷大学ボランティア・NPO 活動センター
　　　　　　　　　TEL：077-544-7252  FAX：077-544-7261
　　　　　　　　　MAIL :ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp

定　　員：200名　無料
申 込 み：公式HPからお申込みください。

HP:www.ryukoku.ac.jp/npo/

その他、不明な点は、下記までお問い合わせください。

締め切り：2月4日（木）

日時：2021年2月6日（土）13:00～15:45 ※オンライン（Zoom）にて開催

★公式HPにプログラム詳細を随時UPしていきますので、
　ぜひ、チェックしてください。

国語科教諭として宮城県内の中学校に勤務、
2015年３月退職。
震災で当時大川小学校６年の次女を亡くす。
2013年末「小さな命の意味を考える会」を
立ち上げ、現在は全国の学校、地方自治体、
企業、団体等で講演活動を行う。
NPOカタリバ アドバイザーの他、ラジオの
パーソナリティーとしても活動中。共著とし
て「16歳の語り部」（ポプラ社）。

「これからの災害とどう向き合うのか」
長谷部 治 氏（神戸市兵庫区社会福祉協議会  地域支援課  課長）
筒井 のり子（龍谷大学社会学部教授  ボランティア・NPO活動センター長）

基調講演  佐藤 敏郎 氏
「3.11を学びに変える」

「東日本大震災をふりかえる」
・これまでの龍谷大学の取り組み報告
・活動参加者からの報告

第 1部 第2部 第3部

基調講演
佐藤 敏郎 氏  プロフィール

　この10年を振り返ると、たくさんの災害が日本を含む世界中を襲い、私たちは深い悲しみと喪失を抱えることになりました。
そのたびに、人々は支え合い、助け合ってきました。龍谷大学でも、少しでも力になりたいと、学内外で様々な東日本大震災復
興支援活動を続けてきました。
　助け合うことと共に必要なのが、“未来の悲しみ”を減らすための取り組みです。災害を防ぐことは出来ません。しかし、災害に
対する備えを行い、減災のために行動することは可能です。
　あらためて震災に向き合い、震災からの学び、未来を考える時間を共に過ごしませんか。

〔ホームページ〕

〔参加申込〕


